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地域づくりの必要性と⽬指す地域像

地域の現状
地域を取り巻く現状

01 ⼈⼝減少

02 地域の拠点の減少（商店など）

03 地域コミュニティの希薄化

協働のまちづくりと地域⼒の向上

①地域⼒ ＝ 地域の課題解決⼒
②どのようにして、地域⼒を⾼めるか

地域住⺠が課題解決の実践を
積み重ねるしかない04 担い⼿不⾜



地域づくりの必要性と⽬指す地域像

地域の現状

⽬的

⼈⼝減少が進む中、地域コミュニティやまちづくりを⽀える
様々な団体の枠を超え、
地域の課題解決について、住⺠が主体となって地域づくりを
おこない、地域で⽀えあう⼒を強化する。



令和６年度町内会・⾃治会アンケートの結果

・実施期間 / 令和6 年7⽉ 19⽇〜8 ⽉ 9 ⽇
・対 象 /盛岡市内の町内会・⾃治会の⻑

（383団体）
・有効回収数:/286⼈（383⼈中）

【有効回収率 74.4％】

地域の現状 〜盛岡市〜
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Ⅰ 調査の概要 

 
１ 趣旨 

 令和８年度から 12年度を計画期間とする「(仮称)第２次盛岡市地域づくり協働推進計画」の策定に向け、より

多くの町内会・自治会の意見を内容に反映させるため、市内の全町内会・自治会（383団体）に対し、地域活動の

実施状況や運営上の課題等について、アンケート調査を実施した。 

 

２ 調査の概要 

(1) 実施方法  アンケート調査票を対象者に郵送し、回答を依頼。     

(2) 調査対象者 盛岡市内の町内会・自治会の長（383団体） 

(3) 回答方法  郵送（返信用封筒による）、ＦＡＸ、電子メール、ＷＥＢ回答（Microsoft Forms） 

(4) 調査時期  令和６年７月 19日（金）～ ８月９日（金） 

 (5) 回答集約  令和６年８月９日（金）～ 令和６年９月 11日（水） 

    

３ 調査の回収率 

 (1) 対象者数  383人（盛岡市内の町内会・自治会の長等） 

 (2) 有効回収数 286人 

 (3) 有効回収率 74.7% 

 【回答媒体の内訳】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    回収率は全体で 74.7%となった。 

    回答媒体の内訳としては、郵送が 246 人（86％）、ＷＥＢ回答が 32 人（11％）、ＦＡＸが５人（２％）、電

子メールが３人（１％）であった。 
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【問１】 町内会・⾃治会が⾏う活動の中で、最低限⽋かす
ことができないと考える活動は何ですか。
（当てはまるものを３つ選択）

POINT

幅広い活動幅広い活動 必要最低限+ 地域の交流を産む活動



【問２】 町内会・⾃治会で役員等の担い⼿確保のために⾏っている
取組がありますか。
（当てはまるものを全て選択）

地域の交流を産む活動

交流の中で知り合った⼈

+

負担を減らしている



【問３】 町内会・⾃治会の活動（⾏事など）
への参加促進のため取り組んでいることがあ
りますか。
（当てはまるものを全て選択）

【問４】 町内会・⾃治会で⾏ってい
る活動の情報を伝達する⼿段として
活⽤しているものがありますか。



【問５】 市が町内会・⾃治会に協⼒をお願いしている業務の中で、特に負担が⼤きいと感じ
るものは何ですか。 （当てはまるものを３つ選択）

最低限⽋かすことができないと考える活動も負担になってきている



盛岡市の⼈⼝概要 （令和５年９⽉末時点）

令和６年度から８年度まで
盛岡市⾼齢者福祉計画
第9期介護保険事業計画 計画書から

地域の現状 〜盛岡市〜



地域の現状 〜盛岡市〜
年少⼈⼝ 10,6％
⾼齢者⼈⼝ 30,0％

年少⼈⼝ 10,2％
⾼齢者⼈⼝ 36,5％



地域の現状 〜盛岡市〜



（地域活動の担い⼿問題）

地域の現状 〜盛岡市〜

盛岡市⾼齢者福祉計画
第9期介護保険事業計画 計画書



地域の現状 〜盛岡市〜

5年

盛岡市⾼齢者福祉計画
第9期介護保険事業計画 計画書



社会保障費（⺠⽣費）は増えていく

地域の現状 〜盛岡市〜

出典/ 盛岡市HP
https://www.city.morioka.iwate.
jp/shisei/zaisei/1010723/10107
42.html

https://www.city.morioka.iwate.jp/shisei/zaisei/1010723/1010742.html
https://www.city.morioka.iwate.jp/shisei/zaisei/1010723/1010742.html
https://www.city.morioka.iwate.jp/shisei/zaisei/1010723/1010742.html


地域の現状 〜盛岡市〜

出典/ 盛岡市HP
https://www.city.morioka.iwate.
jp/shisei/zaisei/1010723/10107
42.html

https://www.city.morioka.iwate.jp/shisei/zaisei/1010723/1010742.html
https://www.city.morioka.iwate.jp/shisei/zaisei/1010723/1010742.html
https://www.city.morioka.iwate.jp/shisei/zaisei/1010723/1010742.html


⽣産
⼈⼝が減る

⾼齢化が
進む

施設の⽼朽化
が進む

税収が減る 社会保障費は
増える

維持管理費は
増える

盛岡市は、お⾦がなくなる

「⾏政頼み」 今まで通りが通⽤しなくなる

地域の現状



地域を取り巻く現状

01 ⼈⼝減少

02 地域の拠点の減少（商店など）

03 地域コミュニティの希薄化

04 担い⼿不⾜

⾏政を取り巻く現状

01 財政規模の縮⼩

02 職員不⾜

03 ニーズの多様化

04 インフラ寿命の⼀⻫到来



活動の輪を広げる必要性



家族で⽀えてきていたが
これからは、地域で⽀える必要がある

これまでとこれから

これまで

これから
地域

家族



これまでと

これからは

違う



今のうちから育成

多種・多様な⼈材
を巻き込んでいく
必要がある

活動の輪を広げる必要性

将来的には地域の担い⼿も減少

地域活動に期待
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㈨  料  

市⺠の地域活動への意識等(市⺠アンケートの結果)

 ・実施期間 令和元年8 ⽉ 1 4 ⽇~ 8 ⽉ 2 7 ⽇
・対象 満 18 歳以上の市⺠ (対象者数 3,000 ⼈) 
・有効回収数: 1,196 ⼈ (有効回収率 39.9％) 







若年層の価値観・ライフスタイルに関する調査 「Z世代レポート2018」発表

「Z世代」は、
中学⽣時代にソーシャルメディアを使いはじめ、⾼校⽣になると同時にスマートフォンを所有

1990年半ば〜2010年代⽣まれの世代 （14歳〜34歳）



活動の輪を広げる ⽅法案

若い⼈（次世代担い⼿は）
楽しみながら
地域の役に⽴つ
地域と関わる
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担い⼿育成

・⾃治の維持
・環境整備
・⾒守り、防犯
・⽀え合い、お互い様
・地域の⼈々とコミュニケー
ションを取る機会になる
・地域のネットワークを構築
できる
・地域社会の⼀員として認め
られる

得られるもの





主体を
当事者（若者）に

活動の輪を広げる ⽅法案
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担い⼿育成

・⾃治の維持
・環境整備
・⾒守り、防犯
・⽀え合い、お互い様
・地域の⼈々とコミュニケー
ションを取る機会になる
・地域のネットワークを構築
できる
・地域社会の⼀員として認め
られる

得られるもの



①活動の輪を広げるには、主体をゆずる
＝ワガゴト化

②活動の輪を広げる⽅法
楽しみながら、地域の役に⽴つ
＝⼀⽯⼆⿃

③地域の現状を知り、
実情を理解した上で活動を⾏う
＝戦略的に縮⼩するのはあり

多様な世代の参加に向けて
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ミニコラム お客様をつくらない地域づくり 

役員の担い手不足や参加者の固定化等の背景にあるのは，住民の「お客

様化」です。お客様をつくらないコツは，一緒に作業すること。イベントを

行うとき，役員が企画から後片付けまですべて担うのではなく，参加者に

もあえて仕事を残しておくことがポイントです。そして，参加者に「一緒に

やってもらえませんか」と声をかけてみる。知らない人同士でも一緒に作業をすること

により，自然に仲間に溶け込んでいくことができます。住民と一緒にその場をつくるこ

とを少し意識することで，場の雰囲気が大きく変わり，また活動に対する負担感が達成

感へと変化します。ちょっとした工夫から，みんなで一緒にやったという感覚が生まれ，

住民が「お客様」から「当事者」に変わっていくきっかけになります。 

（令和元年度コミュニティリーダー研修会より 講師：特定非営利活動法人ハンズオン埼玉 理事 西川正氏） 

 

若い世代も楽しく参加 

北山自治会 

北山自治会では，地域住民の交流の場作りに力を入れて取り組んでいます。 

時代に合わせ柔軟に対応している，活動の一部をご紹介します。  

 北山自治会も他の自治会同様，役員の高齢化が課題であったことから，次のとおり持

続可能な活動となるよう工夫しました。 

①６～７人であった役員を増やすため，子ども会世話役の代表や中学校の校外活

動担当などに声をかけ，30人に増やしました。 

②イベント開催など交流の機会を設けて，若い世代が地域のイベントの企画や運

営に携わるきっかけを作りました。 

以前は自治会で地域行事を企画し，子ども会などに協力を依頼していましたが，子ど

も会の世話役の方が役員として正式に企画段階から参加してもらうことで，若い世代の

声が自治会活動に反映されやすくなりました。また，自治会が学校行事を把握しやすく

なったことから，参加しやすい時期に行事を設定できるようになり，子どもたちの地域

活動への参加機会を増やすことにもつながりました。 

 
北山自治会は会報作りにもこだわっており，会報を目にした人が自治会活動に興味を

持ち，活動する仲間が増えるよう，引き続き情報発信も行っていきたいと考えています。 

 北山自治会最大のイベントである「サマーフェスティバルｉｎ北山」は，地域内に所

在する企業であるベアレン醸造所のご理解をいただき会場の提供を受け開催しており，

平成 23年から令和元年まで連続９回開催しています。（残念ながら令和２年度は新型

コロナウイルス感染拡大防止のため開催を見送りました。） 

 このイベントは住民の交流の場として親しまれていますが，その

運営には，自治会成年部や子ども会など，多くの人が力を合わせて

行っています。 

例えば，出店の企画や当日の開会・閉会宣言は，自治会内に４つ

ある子ども会が力を合わせて取り組んでいます。また，当日の会場

準備では，子ども会のお父さんたちが戦力となり，テントの設営や

バーベキューの準備などを行います。食材の下ごしらえは，地区内

にある自治公民館を活用して，女性が中心となって行い，会場まで

運びます。さらに，部活動で忙しい中学生も当日飛び入りで参加し

て，お父さんと一緒にテント設営や屋台の補助，受付などを手伝っ

てくれています。 
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北⼭⾃治会



⽬次
（後半）

⾃⼰紹介
お名前・参加団体名

地域（団体）の困りごと

地域（団体）の⾃慢・⼯夫して
いること

〜テーマ/多様な世代の参加に向けてしていること〜

その他

①に記載します

②に記載します

④に記載します

01

02

03

04


